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わたしたちが
レポートを
作成しました ！　最

近
、
電
力
供
給
ひ
っ
迫
な
ど
の
電
力
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
実
は
電
力
を
安
定
し
て

供
給
す
る
の
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
な
ん
で
す
。

　電
気
は
そ
の
ま
ま
貯
め
て
お
け
な
い
性
質
を
持
っ
て
い

て
、
発
電
量
と
消
費
量
が
同
時
同
量
で
な
い
と
電
気
の
供

給
が
正
常
に
行
え
な
く
な
り
、
大
規
模
停
電
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
近
年
普
及
が
進
む
太
陽
光
発
電
の
発
電
量
は
、

晴
れ
の
日
に
は
多
く
な
り
、
曇
り
や
雨
の
日
は
少
な
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
火
力
発
電
や
水
力
発
電
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
て
発
電
側
で
調
整
し
て
き
ま
し
た
が
、
太
陽
光

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
が
増
え

る
に
つ
れ
て
発
電
量
の
変
動
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
発

電
側
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
、
消
費
側
で
も
調

整
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
で
て
き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
山
梨
県
は
、
太
陽
光
発
電
で
得
た
電
力
で
水
を

電
気
分
解
し
グ
リ
ー
ン
水
素
を
つ
く
る
「
P
2
G
シ
ス
テ

ム
」
を
使
い
、
消
費
側
で
の
調
整
に
挑
戦
し
始
め
ま
し
た
。

発
電
量
が
消
費
量
を
上
回
っ
て
い
る
と
き
は
余
っ
た
電
力

で
水
素
を
製
造
し
、
発
電
量
が
消
費
量
よ
り
少
な
い
と
き

に
は
水
素
の
製
造
を
や
め
、
電
力
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
調
整
す
る
そ
う
で
す
。

　山
梨
県
の
P
2
G
シ
ス
テ
ム
は
出
力
増
減
の
指
令
へ
の

対
応
が
早
い
「
固
体
高
分
子
形
」
と
い
う
も
の
で
、
天
候

で
す
ぐ
に
変
わ
る
太
陽
光
の
発
電
量
に
高
速
で
対
応
で
き

る
た
め
、
電
力
の
安
定
化
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
P
2
G
シ
ス
テ
ム
を
電
力
需
給
調
整
に
使
う
と

い
う
の
は
世
界
初
な
ん
で
す
！

　天
候
に
左
右
さ
れ
る
太
陽
光
は
電
力
の
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
を
乱
す
の
で
、
発
電
量
を
増
や
せ
な
い
こ
と
が

課
題
で
し
た
。
P
2
G
シ
ス
テ
ム
で
調
整
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
電
力
が
安
定
し
、
太
陽
光
発
電
の
増

加
に
つ
な
が
る
た
め
、
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
に
一
歩
近

づ
き
そ
う
で
す
。
ま
た
、
災
害
で
遠
方
か
ら
の
電
力
供
給

が
途
絶
え
て
も
地
域
内
の
太
陽
光
発
電
で
電
力
を
賄
う
こ

と
が
で
き
、
防
災
機
能
の
向
上
も
見
込
め
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
水
素
は
燃
え
る
と
き
に
C
O
2
を
出
さ
な
い
た

め
、
P
2
G
シ
ス
テ
ム
で
作
っ
た
水
素
を
化
石
燃
料
の
代

わ
り
と
し
て
使
え
ば
、
C
O
2
が
削
減
で
き
ま
す
ね
。

　環
境
に
優
し
い
水
素
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
太
陽
光

発
電
の
課
題
で
あ
る
不
安
定
さ
を
解
消
で
き
る
P
2
G
シ

ス
テ
ム
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
や
ま
な
し
モ
デ
ル

P
2
G
シ
ス
テ
ム
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

自然災害などに備えて、
グリーン水素を役立てる仕組みも
早くできれば安心ですね。

P
2
G
シ
ス
テ
ム
の
社
会
へ
の
導
入
が
加
速
し
、

将
来
的
に
は
医
療
現
場
で
も

有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山梨大学医学部医学科

2年 久保田 翔夢さん

山梨大学医学部看護学科

2年 竜澤 舞帆さん

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】 電気課　新エネルギーシステム推進室  TEL 055-234-5268  FAX 055-223-5393

電力を需要側から調整するために、県で
は研究を始めたそうですね。

太陽光で発電した電力を最大限使える
ようになるといいですね。

なぜP2Gシステムを使うのですか？

そうですね。P2Gシステムで環境に優し
い社会づくりに貢献していきたいです。

はい。太陽光発電で得た電力で、水を分
解して水素をつくるP2Gシステムを使って
実証実験を始めました。

天候で変わる太陽光の発電量に高速で
対応でき、つくった水素もエネルギーとし
て活用できるので、二酸化炭素（CO2）を
削減できるんです。

「
や
ま
な
し
モ
デ
ル
P
2
G
シ
ス
テ
ム
」は

世
界
に
期
待
さ
れ
る
先
端
技
術
で
す
。

P
2
G
シ
ス
テ
ム
で

環
境
に
優
し
い
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

脱炭素社会実現のカギは山梨にある

やまなしモデルP2Gシステムで
電力需給調整ができるらしい？

電気課  新エネルギーシステム推進室

主査 竹田 明浩さん

　P2Gシステムは水の電気分解から水素を製造す
る技術であり、脱炭素社会の実現に向け、世界的
に注目されています。「やまなしモデルP2Gシステム」
は小型でシステム構成がシンプルなため、大量生産
による低価格化や工場などへの導入が期待されま
す。やまなしモデルP2Gシステムで水素エネルギー
社会の構築を目指します。

CHECK !

　使用時にCO2を出さないことから水素は新た
なエネルギーとして注目されています。その中でも
再生可能エネルギー由来の電力で水を電気分
解して生産される「グリーン水素」は、製造過程で
もCO2を一切出さないため、究極のクリーンエネ
ルギーといわれています。

「グリーン水素」は
究極のクリーンエネルギー

供給電力 需要電力

需給のバランス火力発電 電気自動車

太陽光発電

変動する電力

原子力発電
家庭 工場

水力発電

P2Gシステム

グリーン水素

安定的な電力

余剰分を
P2Gシステムで

調整
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